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海
軍
制
限
に
闘
す
る
米
闘
の
提
議
に
就
て

末

康

重

古住

一
般
平
和
の
保
障
ご
は
な
ら
守
し
て
、

事
ろ
之
仁
到
す
る
不
断

ω
脅
威
ご
な
っ
た
大
軍
備
を
制
限
し

ヘ
従
鼎
私
は

戸
軍
備
縮
小

と
い
必
文
字
を
使
川

L
高
っ
た
け
れ

E
も
、
陣
ふ
る
と
こ
ろ
に
上
れ
ば
来
る
べ
き
日
英
米
三
閥
合
議
に
於
て
は
軍
備
の
制
限
も
問
姐
と
な
る
こ
J

と
が
あ
り
さ
ら
て
あ
る
か
ら
、
本
文
に
於
て
は
、
特
別
な
る
場
合
を
陣
い
て
は
縮
小
を
合
む
蹴
V

古
川
怖
に
於
て
制
限
と
い
ふ
文
宇
を
仙
川
す
る
』

人

類
に
課
す
る
過
重
な
る
総
務
上
の
A
H
榊
仰
を
斡
減
せ
ん
こ
己
を
目
的
ご
し

τ、
千
九
百
二
十
一
年
十
一
月
十
一
日
米

困
難
府
仁
於
て
開
催
せ
ら
れ
た
軍
備
制
限
品
目
議
は
少
な
か
ら
5
る
成
功
を
股
め
た
の
で
め
っ
た
。
同
合
議
仁
於

τ

成
立
し
た
海
軍
命
備
制
限
に
闘
す
る
保
約
に
依
れ
ば
、
英
米
H
仰
伊
五
闘
の
主
力
維
は
兆
の
合
計
代
挽
噸
歎
を
基

準
排
水
量
(
三
高
五
千
噸
を
超
ゆ
る
こ
ご
を
得
な
い
)
に
於
L
、
英
米
同
国
各
五
十
二
部
五
千
順
、
日
本
三
十
一
高

五
千
噸
、
仰
伊
両
国
各
十
七
高
五
千
噸
、
(
英
米
日
仰
伊
五
国
主
力
艦
凶
勢
力
比
率
を
五
、

、

七
五

五

7
七
五
ご
す
)
之
に
装
備
す
る
砲
的
口
径
は
十
六
吋
を
超
ゆ
る
こ
ご
を
得
な
い
ご
し
、
航
空
母
蹴
は
其
の
合
計
噸

数
を
基
準
排
水
量
(
二
高
七
千
噸
を
超
ゆ
る
こ
子
炉
』
待
な
い
)
に
於
て
、
英
米
両
国
各
十
三
部
五
千
噸
、

日
本
入
高

一
千
噸
、
仰
伊
両
国
各
六
高
噸
言
定
め
、
且
香
川
出
を
加
へ
た
る
太
卒
詳
方
面
に
於
け
る
要
塞
及
び
海
軍
根
棟
地
の

時

論

第
二
十
四
谷

F、
ゴL

、ι
E

F
j
ヨ

第
四
就

地
軍
制
限
に
闘
す
る
米
国
の
提
識
に
就
て

昼、

， . 



H年

海
軍
制
限
に
附
す
る
米
闘
の
提
識
に
就
て

第
二
十
四
番

lL 
O 

諮
問
就

、L
-
、

J

ブ
プ

言命

現
欣
維
持
に
閲
す
る
協
定
が
成
立
し
た
け
れ
ど
も
、
補
助
艦
に
闘
し

τは
、
県
準
排
水
量
一
高
噸
他
川
口
径
入
吋

を
超
ゆ
る
・
」
ご
を
得
な
い
ご
い
ふ
制
限
が
成
立
し
た
の
み
で
あ
っ
た
。

斯
〈
し
て
、
華
府
曾
議
後
に
於
て
は
、
主
力
艦
M
A

ぴ
航
空
母
艦
に
就
ー
は
英
米
日
仰
伊
五
岡
山
間
に
造
艦
競
守

が
止
ん
ど
。
け
れ
ど
b
、
補
助
艦
に
附
し

τは
、
基
準
排
水
量
の
制
限

ω外
、
各
国
ご
も
に
無
制
限
に
之
を
建
港

す
る
自
由
を
保
悩
し
た
か
ら
、
激
烈
な
る
造
艦
競
守
凶
行
は
る
、
可
能
性
は
依
然
ご
し
て
存
在
す
る
の
で
ゐ
つ

て
、
た
い
V

競
争
の
行
は
る
、
範
闘
が
主
力
艦
よ
ち
柿
助
艦
仁
移
っ
た
仁
過
ぎ
な
い
の
で
ゐ
る
。
従
て
、
海
軍
々
備

制
限
に
闘
す
る
倹
約
調
印
凶
聞
に
於
J
L
新
な
る
治
脱
腕
守
的
後
生
を
防
止
す
る
策
を
議
ザ
ね
ば
、
此
等
諸
凶
々
民

は
再
び
過
重
な
る
経
携
的
負
撚

ω下
に
首
し
ま
ね
ば
な
b

ぬ
ニ

Z
に
な
・
り
、
幕
府
曾
識
を
会
〈
無
意
義
な
ら
し
め

る
こ
ピ
は
何
人
も
認
め
る
ご
-
』
ろ
で
あ
っ
た
。

華
府
曾
議
の
主
催
者
た
る
米
国
に
於
て
、
同
曾
議
後
、
其
の
政
府
蛍
局
は
主
力
艦
に
閲
す
る
比
率
を
補
助
艦
に

通
用
す
る
こ
ご
を
新
海
軍
政
策
ご
し
、
機
を
見

τ第
二
回
軍
備
制
限
食
議
を
開
催
し
て
、
此
の
方
針
の
ド
に
華
府

曾
議
の
事
業
を
完
成
せ
ん
こ
デ
ピ
期
し
た
。
千
九
百
二
十
四
年
春
、
米
岡
政
府
は
軍
備
制
限
品
開
議
開
催

ω意
思
を

有
し
、
同
国
議
曾
は
之
に
貸
意
念
表
し
だ
け
れ
ど
も
、
故
あ
っ
て
沙
汰
止
み
Z
な
っ
た
。
然
る
ご
こ
み
、
同
年
人

月
ド

1
A
案
が
倫
敦
曾
議
に
於
て
採
用
せ
ら
れ
た
結
果
、
欧
洲
政
局
を
蔽
ふ
た
一
大
陰
裁
が
除
去
せ
ら
れ
、
欧
洲

-、ー

， . ，~ 



し一

諸
問
民
心
理
の
一
時
換
を
来
し
た
。
越
て
九
月
に
歪
り
、
ゼ
ネ
グ
ア
議
定
書
が
第
五
川
聯
収
総
曾
に
於
て
作
成
せ

ら
れ
て
強
固
な
る
一
般
的
安
全
保
障
が
設
け
ら
れ
た
か
ら
、
世
界
的
軍
備
制
限
仁
閲
す
る
問
題
を
審
議
す
る
時
節

一
昨
年
六
月
十
五
日
よ
b
ぜ
ヰ
ゲ
ア
仁
於
E
軍
備
制
限
曾
議
を

閑
話
、
聯
悶
固
た
る
ご
非
聯
盟
国
た
る
ご
を
問
は
宇
佐
界
の
総
て
の
岡
を
招
請
す
る
筈
で
あ
っ
た
Q

芭
こ
み
が
、

が
到
来
し
た
ご
し

τ、
同
議
定
書
成
立
り
上
は
、

英
国
が
議
定
書
に
謝
す
る
自
治
領
の
不
同
意
を
重
要
楓
目
し
て
、
俄
に
其
の
成
立
に
謝
し
て
不
熱
心
己
な
っ
た
か

ら

一
昨
年
春
米
国
政
府
は
又
も
や
軍
備
制
限
曾
議
の
開
催
に
閲
す
る
珠
山
川
的
行
勤
に
着
手
し
た
り
れ
ド
と
も
、
仰

蘭
商
が
反
桝
到
の
態
度
を
示
し
た
の
で
、
曾
議
の
不
成
功
を
慮
っ
て
中
止
し
た
。

ゼ
ヰ
グ
ア
議
定
書
は
遂
仁
不
成
立
に
終
っ
た
り
れ
ど
も
、
其
代
ム
リ
仁
地
方
的
安
全
保
踏
を
目
的
正
す
る
ロ
カ
戸

ノ
僚
約
が
一
昨
年
末
成
立
し
、
少
く
ピ
も
ラ
イ
ン
地
方
の
平
和
正
安
全
ご
を
故
聞
に
す
る
殺
が
め
っ
た
リ

そ

で
、
閥
際
川
柳
盟
に
於
て
は
、
川
剛
洲

ω大
勢
は
軍
備
制
限
曾
議
の
閲
催
に
泊
す
る
や
う
に
な
っ
た
芭
踏
め
て
、
曾
議

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
す
る
局
的
調
は
ゆ
る
軍
備
制
限
曾
議
準
備
委
員
曾
を
昨
年
五
月
十
七
日
よ
b
ゼ
ヰ
グ
ア
に

開
い
た
。
曾
議
に
於
て
取
扱
ム
問
題

ω性
質
上
、
軍
備
制
限
的
本
家
を
以
て
自
任
す
る
米
凶
政
府

ω反
針
す
ぺ
き

筋
合
の
も
の
で
な
く
、
且
極
端
に
闘
際
聯
盟
を
嫌
忌
す
る
ポ
ラ

1
氏
等
上
院
の
一
渡
島
賛
意
を
表
し
た
か
ら
、
米

国
政
府
が
準
備
委
員
曾
に
代
表
者
を
仮
謹

L
た
一
』
E
は
、
本
誌
第
二
十
三
容
第
二
就
に
於
て
述
べ
た
通
り
で
ゐ

品
。
斯
様
に

L
て
、
米
国
政
府
は
準
備
委
員
曾
に
参
加
し
た
も
の
、
、
軍
備
制
限
曾
議
の
成
功
に
飽
く
ま
で
も
努

刷寺

第
二
十
四
巻

"-，、
ゴι
七

第
四
腕

1L 

f~面

海
軍
制
叫
に
鍋
す
る
来
闘
の
提
議
に
就
て

晶、

-.. 



日♀

海
軍
制
限
に
闘
す
る
来
岡
山
提
議
に
就
て

言謁

第
二
イ
四
谷

ママ
ブL
J、

第
四
腕

九

カ
す
る
決
心
が
め
っ
た
諜
で
な
い
こ
ざ
は
、
昨
年
表
↓
月
ク

1
9
ヅ
ヂ
氏
が
米
閣
議
曾
仁
劃
L
、
準
備
委
員
曾
多

加
費
ご
し
て
五
市
内
掬
い
り
支
出
を
要
求
し
た
折
に
畿

L
た
数
者
中
に
「
準
備
委
員
曾
の
碗
究
の
結
果
ご
し

τ開
催
せ

ら
れ
る
こ
己
め
る
べ
き
曾
議
(
畑
山
陥
畑
粒
粍
)
に
出
席
す
る
ニ
ピ
が
米
国
に

z
h
て
埋
ま
し
き
や
脊
や
は
今
日
考

慮
す
ぺ
き
問
題
で
な
い
。
予
は
珠
備
的
研
究
が
吾
人

ω
政
策
-
己
一
致
す
る
限
h
、
充
分
に
五
回
人
の
援
助
ご
協
力
正

を
山
間
ふ
べ
き
も

ωで
ゐ
る
己
考
へ
る
」
ピ
言
明
し
冗
ご
こ
ろ
に
徴
し
て
明
で
あ
ら
う
。
同
務
卿
ゲ
ロ
ツ
グ
氏
も
昨

年
夏
入
月
プ
ラ
ツ
バ
1
グ
に
於
け
る
・
創
設
に
於

τ、
軍
備
制
限
曾
議
の
事
業
が
捗
々
し
く
進
行
せ
ざ
る
場
合
に

は
、
米
国
政
府
に
於
て
白
己
の
計
査
を
提
出
す
る
用
意
が
な
い
ー
で
も
な
い
こ
ご
を
灰
し
た
の
で
あ
っ
た
o

然
る
ご
こ
ろ
、
準
備
委
員
曾
に
於
て
聯
雌
理
事
食
提
出
に
か
、
る
七
箇
俸
の
諮
問
一
君
臨
鵠
域
百
出
縄
問
一
)

に
闘
す
る
審
議
は
、
軍
備
制
限
問
題
を
非
備
に
複
雑
化
し
、
殊
に
陸
海
空
三
軍
備
の
制
限
は
之
を
相
制
的
に
協
定

す
る
・
」
ピ
を
要
す
る
ご
い
ム
仰
伊
議
凶

ω主
張
は
、
最
終
解
決
の
進
捗
を
困
郷
な
ら
し
め
た
。
昨
年
九
月
の
第
七

回
聯
盟
総
舎
は
、
準
備
委
員
曾
e

ぜ
し
て
今
春
ま
で
に
地
方
的
及
び
一
般
的
安
全
に
関
す
る
現
般
に
相
贈
す
る
軍
備

制
限
曾
議
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
せ

L
め
、
事
貨
不
可
能
な
る
場
合
を
除
、
吉
、
今
年
秋
九
月
の
第
八
回
聯
盟
総
曾

前
仁
軍
備
制
限
曾
議
を
開
〈
取
運
び
に
な
る
こ
ご
を
聯
盟
理
事
舎
に
要
唱
一
す
る
決
議
を
怨
し
た
け
れ
H

ど
も
、
立
(
後

の
成
行
で
は
、
今
秋
の
聯
盟
飽
食
前
に
其
の
手
筈
が
出
家
主
，
フ
に
な
い
ご
云
は
れ
る
の
で
あ
る
。
米
国
政
府
は
、

二
月
十
日
日
英
備
伊
四
国
政
府
に
提
山
し
た
其

ω捷
書
中
に
、
閥
際
聯
盟
主
催
の
軍
備
制
限
曾
議
を
急
蓮
に
開
曾

a、



す
る
こ
ご
の
臨
み
を
難

ν
こ
ご
L
E
左

ω如
〈
説
明
し
て
ゐ
る
o

其
の
一
節
に
日
〈
(
川
崎
川
一
い
諜
)
、

之
と
同
時
に
平
備
委
員
合
に
よ
り
て
指
摘
せ
ら
れ
た
る
前
記
錨
説
及
閥
臨
自
存
す
る
が
結
晶
、
軍
備
川
姐
の
終
局
的
解
決
は
剖
時
世
行
を
期

L
得
ベ

か
ら
ざ
る
こ
と
も
亦
明
止
な
り
た
り
。
加
之
最
近
り
聯
則
川
事
合
に
於
て
曜
伽
制
限
辺
助
の
指
導
者
た
る
著
名
政
治
家
も
亦
北
川
町
辿
成
を
捌
す
る
儲

捕
な
る
措
淑
祉
に
劉

L
韓
両
す
る
と
と
ろ
あ
り
た
り
。

軍
備
制
叫
に
づ
き
且
世
的
結
果
心
謹
出
せ
ら
れ
ん
こ
と
は
米
間
政
府
山
切
望
に
堪
へ
ざ
る
所
な
り
。
準
備
委
員
官
に
於
け
る
社
議
心
拍
呆
多
般
の
政

山
K
於
て
は
軍
備
。
一
般
的
制
小
止
制
叫
に
到
す
る
現
存
由
主
裂
な
る
陣
耐
の
一
は
臨
悔
出
羽
の
相
互
に
依
筒
ず
る
こ
之
、
泣
共
の
結
果
且
一
の
納

小
X
は
制
限
は
同
時
に
他

E
陛
即
す
る
に
あ
ら
ざ
札
ぱ
不
可
能
な
る
引
に
在
る
の
事
貨
顕
著
と
な
れ
る
の
み
な

ι
f、
他
方
に
於
て
は
市
仰
の
縮
小

又
は
制
叫
に
謝
す
る
努
力
に
し
て
事
側
由
一
切
山
叫
制
及
態
肢
に
亘
る
全
附
的
計
引
に
刻

L
C
全
世
界
自
受
誌
に
蝶
ら

L
む
る
と
き
は
泣
き
特
車
に

於
て
軍
備
制
叫
問
題
目
泊
捗
同
事
抗
措
ん
ど
之
を
山

L
伸
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
愈
よ
附
明
せ
ら
れ
た
り
。
右
の
抑
罰
は
山
中
広
に
之
を
推
認
せ

f
る
べ
か

ら

f
る
も
白
と
信
ず
。
議
L
右
陣
耐
を
郵
除

L
符
ず
、
山
車
州
制
限
に
附

L
部
分
的
な
る
に
も
せ
よ
‘
何
告
か
時
定
的
な
る
協
定
を
成
立
せ
し
む
る
に

失
敗
せ
ん
か
、
闘
際
平
和
を
逝
判
せ
し
む
る

ω
結
果
を
踊
捕
す
ベ
し
。

布
の
理
山
の
外
に
内
政
上
の
閥
係
も
あ
っ
て
、
米
国
政
府
は
「
陸
軍
及
び
空
軍
々
備
は
、
本
質
上
主
ピ

L
て
地

方
的
協
定
に
よ
b
地
方
的
に
之
を
解
決
す
ぺ
き
も
の
ご
思
惟

L
」
・
「
海
軍
々
備
制
限
問
題
は
英
の
性
質
上
地
方
的

の
も
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
賞
際
問
題
Z
し
て
特
定
せ
る
数
闘
の
海
軍
に
影
響
を
及
ぼ
す
方
法
仁
よ
ち
之
を
蕗

理
す
る
こ
ご
を
得
」

る
ご
い
u

ム
理
由
の
下
仁
、
後
者
を
前
者
よ
h
M
W
離
し
、
去
る
二
月
十
目
、
海
軍
々
備
制
限
に

闘
す
る
保
約
調
印
国
政
府
に
謝
し
、
止
唱
艦
競
守
に
閲
す
る
事
府
曾
議
の
事
業
の
完
成
を
期
す
る
籍
出
一
、
右
の
僚
約

に
包
合
せ
ら
れ
5
る
艦
柿
卸
も
補
助
艦
に
闘
す
る
制
限
協
定
を
目
的
古
す
る
商
議
を
開
始
せ
ん
こ
ぜ
を
提
議

L

E年

海
平
制
叫
に
醐
す
る
米
図
的
提
誌
に
就
て

第
一
一
十
四
谷

持
凹
腕

ゴι

、L
L

，r
』
J

4

J

諭

...1 

. " 



日目

論

出
軍
制
限
に
闘
ナ
る
米
岡
白
提
議
に
就
て

第
二
寸
四
谷

第
四
抗

:lL 
四

七
O
O

1: 
o 

国
際
的
不
和
を
緩
和
し
、
各
国
の
産
業
及
文
化
的
盛
山
連
に
謝

Lτ
奥
ふ
る
苛
献
な
る
負
捻
を
韓
滅
す
る
掛
川
め
、

軍
備
を
制
限
す
る
こ
ど
の
曜
ま
し
い
こ
己
は
論
宇
る
迄
も
な
い
-
』
正
で
め
る
o

従

τ、
事
府
曾
議
前
に
於
て
、
在

は
同
志
の
者
己
共
に
起
っ
て
、
陸
海
軍
備
を
制
限
し
て
軍
事
費
負
婚
の
収
減
を
質
現
す
ぺ
き
こ
ご
を
叫
ん
だ
り
で

ゐ
る
が
、
希
弘
通
bd
に
華
府
曾
議
閥
曾
せ
ら
れ
、
其
の
結
川
市
行
は
れ
た
我
が
入
入
艦
隊
計
査
の
中
止
は
我
闘

ω財

政
上
経
済
上
に
甚
大
な
る
利
盆
を
拠
へ
た
。

一
訟
に
よ
れ
ば
、
請
は
ゆ
る
海
軍
休
日
期
間
た
る
十
年
間
的
困
費
節

約
想
定
額
は
質
仁
会
拾
倍
加
国
即
も
一
中
均
一
筒
年
晶
君
徳
闘
に
上
る
さ
'
つ
で
ゐ
る
が
・
若
L
夫
れ
華
府
品
目
議
が
な
か
っ

た
な
ら
ば
、
或
は
勢
の
趨
〈
ご
こ
ろ
八
八
入
艦
隊
計
輩
遂
行
の
巳
む
を
待
F
る
仁
至
っ
た
か
も
測
り
拙

ν
か
ら
、

華
府
曾
議
に
よ
h
て
我
岡

ω財
政
が
寧
剤
投

ω阿
世
迫
よ
b
弛
れ
得
た
利
盆
は
質
仁
莫
大
で
あ
る
己
云
は
ね
ば
な
-h

抑
制
。
然
る
に
、
今
や
世
界
的
に
補
助
艦
に
閲
す
る
造
艦
蹴
守
が
開
始
せ
ら
れ
、
我
闘
も
亦
補
助
艦
艇
補
充
計
査
遂

行

ω柏
崎
め
に
年
々
少
な
か
ら
古
る
経
殺
を
支
出
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
明
』
正
に
な
っ
て
、
華
府
曾
議
前
の
扶
縫
に
逆
戻
し

っ
、
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
新
に
補
助
艦
り
制
限
に
就

τ協
定
し
、
事
府
品
開
議
の
依
陥
を
締
充
す
る
こ
ご
は
衷
心

よ
ら
歓
迎
す
る
正
ニ
ろ
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
私
は
最
近
に
開
催
せ
ら
る
べ
き
軍
備
制
限
曾
議
準
備
委
員
曾
に
会

列
す
る
日
英
米
仙
伊
五
回
醐

ω
聞
に
於
て
、
右
の
軍
備
制
限
曾
議
的
外
に
同
一
目
的
を
有
す
る
別
仰
の
曾
議
を
開
き

-、

'̂ 



た
い
ご
い
ム
米
国
政
府
の
今
回

ω提
議
に
は
賛
成
し
粂
ね
る
の
で
ゐ
る
。

抑
も
、
岡
際
問
柳
川
胤
は
其
の
成
立
以
来
・
世
界
的
軍
備
制
限
問
題
ゆ
解
決
に
腐
心
し
っ
、
あ
っ
た
が
、
昨
年
に
至

h
漸
〈
某
的
賀
行
に
向
っ
て
一
歩
を
進
め
、
上
記
り
如
く
準
備
委
員
曾
を
開
催
す
る
運
び
ご
な
っ
た
。
準
備
委
員

舎
の
今
日
迄

ω経
過
を
見
る
仁
、
其
の
前
途
楽
似
を
許
吉
凶
こ
ぜ
は
疑
の
な
い
こ
さ
で
め
っ
て
、
米
岡
政
府
が
ニ

月
十
日
の
貨
吉
中
に
云
ム
ご
こ
ろ
は
越
川
山
な
が
ら
真
相
に
近
い
ご
一
五
は
ね
ば
な
ら
泊
け
れ
ど
も
、
兎
も
角
も
準
備

委
員
曾
の
事
業
は
日
下
進
行
中
で
ゐ
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
非
聯
盟
闘
で
は
ゐ
る
が
特
に
招
請
せ
ら
れ
て
会
加

し
た
米
同
政
府
が
、
今
日
自
凶
主
催
の
軍
備
制
限
曾
識
を
開
催
せ
ん
ご
す
る
の
は
、
謂
は
ゆ
る
槍
を
借
h
て
母
屋

を
乗
取
ら
ん
ご
す
る
も
の
で
は
ゐ
る
ま
い
か
。

@ 

云
ふ
ま
で
も
な
(
、
岡
際
櫛
叩
規
制
第
八
保
仁
規
定
、
9
ι
軍
備
紛
小
は
同
際
川
柳
盟
川
大
使
命
で
め
h
J
、
共
的
レ

1
.ソ
ン
グ
!
ト
ル
的
一
で
ゐ
内
て
、

北
(
じ
機
州
側
た
る
聯
即
総
曾
や
聯
似
刊
.
…
4'官
以
之
が
針
現
山
一
潟
め
大
に
針
カ
し

っ
、
ゐ
る
際
的
こ
正
で
め
る
か
ら
、
事
業
が
一
段
落
を
告
げ
る
迄
は
軍
備
制
限
問
題
的
解
決
は
之
全
国
際
聯
盟
に

一
任
す
る
が
歪
留
で
は
ぬ
る
ま
い
か
。

閥
際
聯
川
蝉
主
催

ω軍
備
制
限
命
H

議
が
阿
が
れ
る
が
否
か
o

LJr-扇
町

H

L

D

主

l
B
t
t
i

こ
己
に
な
る
に
し

τも
成
功
の
見
込
が
め
る
か
否
か
o

此
等

ω貼
は
今
年
秋

ω
聯
盟
総
品
問
迄
待

τば
、
越
〈
ご
も

恐
ら
〈
今
年
一
椋
待
1
ば
大
抵
見
極
的
が
付
(
筈
で
ゐ
る
に
も
拘
は
ら
中
、
「
闘
際
聯
即
規
約
第
八
僚
に
よ
れ
ば
軍

備
制
限

ω
事
業

μ
閥
際
聯
盟

ω手
に
在
る
べ
き
で
は
ゐ
る
が
、
過
去
い
り
歴
史
に
徴
す
る
仁
、
都
府
合
議
を
除
い

γτ

日』

拍
車
制
艇
に
倒
す
る
米
酬
の
提
ι
耐
に
就
て

論

弟
子
寸
酬
を

七
心

第
四
批

ブL
豆王

-、

‘. ， 



品
問
班

L

一、
J

ノ
プ

第

二

聞

を

ヒ
O 

副長

lilfiI 

海
軍
制
肌
に
刷
す
る
来
岡
山
提
議
に
就
て

は
何
等
の
結
果
を
爵
ら
さ
な
か
っ
た
で
は
な
い
か
」
己
裕
し

τ‘
国
際
聯
盟
主
催
の
軍
備
制
限
貨
識
の
失
敗
を
議

測
し
、
米
国
一
流
の
我
催
振
b
を
後
押
(
て
、
今
日
に
方
ふ
り
て
自
闘
主
催
の
軍
備
制
限
曾
議
を
提
議
す
る
こ
ご

は
、
如
何
に
も
閥
際
聯
胞
を
無
楓
し
た
行
動
で
は
な
い
か
o

幣
原
外
相
は
過
日
衆
議
院
珠
算
委
員
食
に
於
て
一
議

員
の
質
問
に
謝
し
、
軍
備
制
限
の
却
装
は
凶
際
聯
盟
の
湖
上
同
事
業
で
は
な
い
ヘ
閲
際
聯
盟
の
事
業
に
協
力
す
る
は

善
い
ニ
正
で
あ
る
己
答
腕
L
に
り
れ
Y
E
u
、
米
国
政
府
の
活
百
ん
ご
す
る
己
こ
ろ
は
、
同
際
聯
胞
に
於
て
審
議
の

途
中
に
在
る
問
題
念
、
共
意
に
反
し
て
之
を
白
蹴
主
催
の
品
目
議
に
移
さ
ん
己
す
る
の
で
あ
る
o

米
闘
政
府
は
間
際

聯
盟
の
事
業
を
援
助
せ
ん
ご
す
る
の
で
は
な
(
、
之
を
横
取
せ
ん
ご
す
る
の
で
ゐ
品
。
如
何
に
も
我
備
千
誌
の
ζ

E
で
・
閥
際
聯
盟
の
機
成
を
段
げ
る
も
の
で
な
〈
て
何
で
あ
ら
F

ヲ。

も
つ
己
も
・
米
闘
は
非
聯
脱
闘
で
あ
る
か
ら
、
国
際
川
柳
盟

ω構
成
骨
骨
電
せ
臥
か
ら
ど
て
深
〈
之
を
管
め
る
よ

Z
は
由
来
な
い
ー
か
も
知
的
い
前
仰
が
、
其
の
提
議
に
賛
成
す
る
我
闘
に
至
つ
て
は
会
〈
立
場
を
異
に
す
る
の
で
あ
る
。

我
図
は
間
際
櫛
胞
の
一
員
、
し
か
も
大
岡
ご
し
て
重
要
な
る
地
位
を
占
む
る
一
員
で
あ
る
の
み
な
ら
や
、
我
が
岡

民
的
生
存
E
密
接
な
る
闘
係
を
有
す
る
諸
問
題
印
ち
移
民
問
題
原
料
問
題
を
始
め
、

一
般
に
通
商
衡
平
待
池
問
題

E
し
て
知
ら
れ
る
問
題
を
卒
和
手
段
に
よ
h
τ
解
決
す
る
に
は
、
是
非
ご
も
闘
際
聯
蹴
の
力
に
頼
ら
ね
ば
な
ら
ぬ

事
情
の
下
に
在
る
の
で
あ
る
o

従
て
国
際
聯
盟
を
極
力
守
、
り
立

τ
、
、
健
全
な
る
後
迭
を
途
げ
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ

立
場
に
在
る
以
上
、
我
闘
は
削
H

ら
〈
準
備
委
員
舎
に
於
け
る
軍
備
制
限
問
題
の
成
行
を
見

τ、
然
る
上
に
て
賛
否
を

易、

， . 



決
す
べ
き
で
は
ゐ
る
ま
い
が
O

如
何
に
軍
備
制
限
を
熱
望
す
る
か
ら
E
て
、
時
機
術
早
で
あ
る
米
国
政
府
の
提
議

に
一
も
ご
も
な
〈
賛
成
L
(
同
時
川
崎
揃
い
お
ぶ
品
川
区
制

k
t訳
出

色

江

端

境

問

都

民

一

羽

信

晴

畑
山
一
一
日
一
ぷ
刺
u
r
M
山
一
野
一
一
也
、
大
切
な
る
閥
際
聯
盟
の
桃
成
を
同
情
す
る
こ
正
を
顧
み
ゴ
る
は
f

思
は
，
g
る
の
甚
L

き
も
の
で
あ
る
正
一
五
は
U
ば
な
ら
ね
。
之
を
「
附
際
聯
盟
が
軍
備
制
限
問
題
を
最
も
重
要
な
る
任
務
正
し
て
、
準

備
委
員
品
目
の
事
業
が
着
々
進
捗

t
っ
、
あ
る
今
日
、
右
の
容
議
を
他

移
さ
ん
正
す
る
は
閥
際
聯
凶
の
構
成
を
弱

む
る
こ
と
に
な
る
」
ご
い
ふ
理
由
に
依
つ

τ闘
際
物
盟
の
構
成
を
擁
謎
せ
ん
ご
す
る
仰
蘭
両
政
府
・
並
仁
「
米
国

政
府
主
催
り
曾
議
ピ
ゼ
不
グ
ア
に
於
付
る
準
備
委
員
曾
の
議
4
ご
の
聞
係
的
用
怠
周
到
な
る
調
節
」

hTE
必
要
己
ず

る
英
国
政
府
ψ
態
皮
に
比
ぺ
て
‘
我
が
政
府
の
附
際
聯
叫
に
到
す
る
態
度
目
V

如
何
に
も
冷
淡
で
ゐ
り
、
不
忠
質
で

ゐ
る
こ
ご

-r悲
L
ま
r
d

る
を
得
な
い
。

四

仰
関
西
政
府
が
米
側
政
府

ω提
議
拒
絶
の
理
山
ご
す
る
己
こ
ろ
の
一
は
図
際
聯
蹴
の
構
成
擁
誰
ご
い
ふ
こ
ご
に

在
る
川
町
、
品
川
他
に
そ
れ
以
上
の
理
山
が
あ
る
'
』
正
を
認
め
ね
ば
な
ら
叫
。
惟
ふ
に
、
都
府
曾
議
に
於

t
締
助
鰍
に

闘
す
る
協
定
を
不
成
立
に
修
ら

L
め
た
責
任
者
は
仰
闘
西
で
め
っ
た
。
官
吋
米
国
は
英
凶
の
援
助
を
得
て
備
前
西

に
岨
到
し
、

共
の
潜
水
蹴
訓
蛍
を
現
在
噸
数
り
維
持
却
も
約
岡
高
二
千
噸
に
限
定
せ
ん
ご
し
た
の
で
ゐ
る
が
、
山
附
蘭

西
は
潜
水
艦
九
十
品
噸
巡
洋
雌
三
十
一
二
蕊
噸
り
主
叫
慨
を
回
執
し

τ、
迭
に
何
等
の
決
定
に
も
達
す
る
一
】
ご
が
出
来
な

U.f 

小
州
事
制
限
に
闘
す
匂
止
因
む
弛
議
に
杭
て

品
コ
十
凶
器

}， 

t 

七。

時的
4

削
批

t剖

-、
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諭

海
軍
制
限

r
闘
す
る
米
闘
の
提
議
に
就
て

第
一
一
十
回
答

弟
問
時
桝

Jι 
λ 

t
o凹

か
っ
た
o

爾
来
此
の
問
問
仁
抽
出
す
る
仰
繭
西

ω態
度
は
極
め
て
強
硬
で
ゐ
っ
て
、
額
千
九
百
一
一
十
三
年
夏
議
舎
仁

於
て
海
軍
々
備
制
限
に
闘
す
る
依
約
批
碓
案
討
議
的
際

政
府
首
局
は
制
助
艦
の
制
限
に
つ
き
新
に
年
品
川
制
限
合

議
を
開
催
す
る
場
合
に
、
仰
胸
囲
政
府
は
主
力
雌
に
閲
す
る
比
率
を
補
助
艦
に
適
用
す
る
一
』
ピ
に
断
乎

E
l
τ
反

帆
割
ペ
ヲ
ペ
き
旨
を
言
明
L
h
h
c

一
昨
年
来
米
闘
政
府
に
軍
備
制
限
合
議
招
集
の
意
思
が
ゐ
っ
た
ぜ
き
仁
も
‘
仰
関
西

政
府
は
矢
張
此
凶
意
向
を
朋
に

L
た
か
ら
曾
議
は
沙
汰
止
み
正
な
っ
た
や
う
な
次
第
で
あ
る
o

斯
絞
な
誇
で
仰
拍
剛

西
は
制
野
ご
も
に
、
品
十
府
曾
議
に
於
り
る
甘
さ
縦
験
よ
り
工
、
同
命
H

議
4

乙
同
じ
〈
政
治
的
立
場
よ
h
軍
備
制
限
を

断
行
せ
ん
ピ
す
る
曾
識
に
不
安
の
念
を
抱

u
t
ゐ
る
の
で
あ
一
る
が
、
最
近
に
於

τ此
ω態
度
を
一
縫
せ
し
む
る
v
T

う
な
重
大
な
る
劫
怖
の
越
化
が
あ
っ
た
で
あ
ら
う
か
。

仰
も
仰
山
剛
西
は
阿
殉
利
加
北
海
岸
に
チ
ユ

ア
ル
ピ
叫
ノ
ア
の
雨
楠
民
地
及
び
一
被
保
護
困
ご

L
t
毛

ロ

ヅ

ヲ

A 

、

を
有
L
、
戦
時
に
此
等
Z
白
凶
J

」
の
併
上

絡
を
断
た
れ
泊
幼
め
に
は
、
西
部
地
中
海
の
制
が
棋
を
必
要
ご
す
る

の
で
め
る
が
、
英
国
も
亦
本
剛
問
正
印
皮
を
始
め
東
洋
H
A
ぴ
商
品
什
に
於
て
有
す
る
共
の
由
民
大
な
る
航
民
地
Z
の
聞
の

ス
エ
ズ
迩
例
経
由
に
よ
る
海
上
交
辿
線
の
安
全
を
保
持
す
る
こ
ど
は
、
帝
国
の
存
在
上
一
日
も
閑
却
す
ぺ
か
ら
ぎ

る
正
こ
ろ
で
あ
る
。

正
司
』
ろ
で
、
佐
界
戦
哨
寸
前
仁
於
ー
は
、
濁
逸
山
砂
町
単
に
掛
抗
す
る
潟
め
に
、
英
幽
は
自
闘
が
軍

の
精
鋭
を
北
海
方
而
に
集
中
し
た
闘
係
上
、
地
中
併
の
防
御
市
は
之
を
働
組
剛
西
海
軍
に
一
任
し
た
。
け
れ

y-
も
、
世

非
戦
守
後
欧
洲
政
局

ω根
本
的
鎚
化
に
件
ム
て
、
英
閣
は
再
び
其
の
海
軍
の
主
力
を
地
中
海
方
面
に
移
し
、
備
蘭

晶、

• .， 



西
正
針
峠
す
る
勢
が
況
は
れ
る
や
う
に
な
っ
た
。
此

ω新
形
勢
に
直
而
L
て
、
仰
蘭
西
は
財
政
勝
に
苦
L
げ
に
も

拘
は
ら
す
、
調
英
闘
係
上
.
廿
品
り
劣
弱
な
る
十
主
力
艦
の
勢
力
を
補
助
艦
を
以
て
補
充
す
る
必
要
に
辿
ま
ら
れ
て
ゐ

る
し
、
旺
伊
西
嗣
凶
海
軍
ご

ω勢
力
均
衡
を
維
持
す
る
縛
め
に
も
、
亦
抽
川
助
艦
の
勢
力
増
加
を
急
務
ご
成
十
る

ω

で
ゐ
品
。
従
て
、
米
同
政
府
は
二
月
十
H
ω
党
道
を
以

τ、
各
凶
A
維
持
す
べ
き
海
軍
力
の
比
率
に
閲
し
て
同
定

的
提
案
を
錯
す
に
鴎
践
す
ご
云
ひ
、
仰
山
刷
珂

ω維
持
す
べ
き
海
軍
力
の
比
率
に
闘
し
一
戸
し
は
共
の
特
殊
の
事
情
を
古

分
考
慮
す
ご
き
旨
ぜ
明
に
し
た
ご
は
い
ふ
も

ω
¥
向
米
国
政
府
主
催
の
曾
議
に
於
工
は
海
軍
々
備
制
限
に
闘
す

る
保
約
り
一
般
原
則
が
討
議
の
一
基
礎
正
な
っ
て
自
闘
の
不
利
ご
な
る
由
民
が
あ
る
以
上
、
仰
蘭
両
政
府
が
曾
議
会
加

を
謄
諾
す
る
じ
跨
賭
す
る
こ
ど
は
、
加
官
者
を
待
た
十
し
て
識
る
ぺ
当
で
ゐ
ら
う
o

伊
太
利
に
於
て
、
日
記
返
ム
ツ

y
y
l
-一
氏
は
、
年
を
追
ふ
て
切
迫
す
る
同
闘
の
人
口
問
題
解
決
の
柏
崎
め
に
帝
凶

主
義
的
政
策
を
途
行
せ
ん
ご
し
っ
、
ゐ
る

ω
で
あ
る
。
之
が
矯
め
、
伊
太
利
は
屯
ロ
ヅ
コ
に
於
て
、
土
耳
古
に
於

て、
u
v
o
y

ア
に
於
て
仰
胸
両
ご
衝
突
し
、
同
闘
を
必
定
政
閥
ご
し
て
敵
意
あ
る
態
度
を
示
し
、
之
に
件
ふ
て
一
敵
軍

燐
張
拍
加
が
自
ら
高
ま
b
来
っ
た
。

ム
ツ
ソ
リ
ノ
l
二
日
比
は
絶
叫
し
て
日
〈
、

伊
太
利
は
海
岸
線
長
〈
、
重
要
部
市
が
海
岸
近
〈
に
在
る
が
放
に
敵
国
の
攻
撃
に
謝
し

τ之
を
掩
護
す
る
が
柏
崎

め
、
外
国
よ
b
生
活
必
需
品

ω輸
入
を
保
同
伴
す
る
が
幼
め
、
一
更
に
叉
海
外
に
於
け
る
伊
太
利
の
利
盆
を
保
護
L

且
航
民
政
策
的
品
自
民
営
品
泌
さ
ん
が
絡
め
に
、
地
中
海
第
一
の
海
軍
を
建
設
す
る
よ
ご
を
必
要
ご
す
る
。

U与

海
山
恥
制
限
に
川
附
ナ
る
米
陣
内
拒
議
に
就
て

諭

弟
ニ
イ
訓
告

七
O
五

第
阿
腕

ブL
7L 

....恥
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恭
二
十
四
寄

ヒ
O
穴

協
同
蹴

。。

論

海
軍
制
限
に
附
す
る
来
園
田
提
識
に
就
て

伊
太
利
政
府
蛍
局
は
、
現
扶
の
下
に
於
て
は
、
伊
太
利
の
現
在
海
軍
力

efuτ
最
小
限
度
の
も
の
ご
す
る
の
で

ゐ
る
か
ら
、
悌
蘭
西
の
参
加
せ
ぬ
海
軍
制
限
は
伊
太
利
の
園
防
上
の
安
全
を
危
殆
な
ら

L
む
る
も
の

Z
L
て
、
之

に
同
意
せ
泊
噌
』
ご
は
嘗
然
で
あ
る
。

上
記
の
次
第
で
あ
る
か
ら
・
備
伊
岡
国

ω不
賛
成
は
、
米
岡
政
府
が
橡
期
せ
ね
ば
な
ら
凶
ニ
ご
で
あ

た
け
れ

ど
も
、
雨
聞
か
海
軍
主
抑
制
限
に
関
す
る
僚
約
調
印
岡
た
る
関
係
上
・

一
膝
順
序

E
L
て
五
閥
曾
議

ω提
議
を
銭

L
、
仰
伊
雨
闘
の
拒
絶
ゐ
る
以
上
、

日
英
米
三
闘
の
曾
議
を
開
催
す
ぺ
〈
腹
を
極
め

τゐ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い

か
ご
思
は
れ
る
。
然
ゐ
ご
こ
ろ
‘
英
図
政
府
は
我
が
政
府
吉
、
も
に
五
闘
曾
議
の
招
請
に
感
じ
た
の
み
な
ら
や
、

仰
蘭
西
の
不
会
加
に
も
拘
は
ら
す
、

三
悶
曾
議
に
闘
す
る
新
提
議
も
快
諦
L
hん
か
ら
、
何
れ
遠
か
ら
宇
曾
議
闘
能

の
蓮
ぴ
ご
な
る
で
あ
ら
う
c

来
る
べ
き
一
一
一
周
曾
議

ι於
け
る
米
闘
政
府
の
態
度
は
、
上
過
ゆ
如
く
五
同
品
目
議
提
明
の
覚
書
小
に
「
此
際
各
国

の
維
持
す
ぺ
量
一
階
軍
力
的
一
比
率
に
閲
L
問
定
的
起
案
を
錯
す
ニ
ご
を
跨
践
す
し
る
己
一
五
ひ
乍
ら
、
「
海
軍
々
備
制
限

に
閲
す
る
僚
約
に
規
定
せ
ざ
る
艦
稲
に
つ
き
て
は
英
図
米
問
見
び
日
本
に
劃
し
五
・
五
、
三
の
比
率
の
適
用
を
承

諾
す
る
意
向
を
市
す
る
正
言
明
す
る
己
二
ろ
に
冊
一

Lτ
略
推
知
す
る
こ
Z
が
出
来
る
o

之
に
謝
し
て
非
公
式
仁
藤

表
せ
ら
れ
た
ご
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
我
が
政
府
は
、
主
力
艦
の
比
率
hr共
催
補
助
艦
仁
趨
周
す
る
こ
己
は
会
王
仁

L

て
合
理
的
な
る
方
法
で
あ
る
Z
は
信
じ
な
い
。
備
助
艦
は
各
闘
の
現
在
勢
カ
を
基
礎
ご
す
る
ば
か
弘
り
で
な
〈
、
各

-、

. . 4. -~ 



間
の
岡
崎
己
資
源
ピ
を
考
慮
L
、
充
分
研
究
を
遂
げ
た
上
で
協
定
す
る
決
心
で
あ
る
さ
う
で
あ
る
。

英
国
政
府
は
、
五
図
曾
議
に
闘
す
る
米
国
政
府
の
提
議
に
謝
す
る
回
答
に
於
て
、
帝
閣
の
特
殊
な
る
地
理
的
事

情
並
に
帝
国
内
に
於
付
る
交
通
線

ω頗
る
長
き
-
』
苫
及
び
帝
岡
内
の
食
料
供
仏
加
を
保
護
す
る
必
要
等
に
関
す
る
要

求
を
曾
議
に
於
て
充
分
掛
酌
せ
ら
る
べ
き
'
』
ご
を
力
説
し
た
位
で
あ
る
か
ら

働
蘭
西
の
参
加
せ
曲
曾
議
に
於

て
、
果

L
て
安
ん
じ
て
補
助
艦
制
限
に
同
意
す
る
で
ゐ
ら
う
か
。

一
の
疑
問
で
ゐ
る
ご
云
は
ね
ば
な
ら
向
。

英
闘
の
封
備
不
安
は
、
或
る
方
法
例
へ
ば
四
国
の
事
情
の
援
化
仁
よ
り
て
重
大
な
る
影
響
を
受
け
た
る
場
合
に

山
海
軍
々
備
制
限
に
閲
す
る
僚
約
を
再
議
改

E
す
る
こ
芭
に
閲
す
る
岡
崎
陣
約
第
二
十
一
僚
の
規
定
を
憐
張
す
る
こ
己

に
よ
ち

τ緩
和
す
る
こ
己
が
出
来
品
己
し
て
も
、
米
闘
政
府
が
事
府
曾
議
仁
於
り
る
が
如
〈
暴
君
的
態
度
を
示
す

ニ
ご
な
〈
・
日
英
雨
闘
の
立
場
を
充
分
に
考
慮
し
、
共
の
合
理
的
な
る
主
張
を
曾
重
す
る
誠
意
の
な
い
限
り
、
一
一
一

闘
曾
議
成
功
の
可
能
性
は
頗
る
乏
し
い
正
思
は
れ
る
。

ク

1
9
ツ
ヂ
氏
は
、

一
一
月
十
日
の
覚
書
中
に
云
ふ
が
如
〈

「
軍
備
制
限
に
闘
し
、
部
分
的
な
る
に
も
せ
よ
例
等
か
確
定
的
な
・
る
協
定
を
成
立
せ
し
り
る
こ
ご
に
失
敗
せ
ん
か
、

園
際
平
和
を
逆
樽
せ

L
む
る
の
結
果
を
崎
市
来
」
す
る
の
虞
あ
る
こ
ご
に
探
f
留
意
し
、
曾
識
の
成
功
の
潟
め
に
懸

命
の
努
力
を
鋳
さ
ん
こ
ご
を
・
日
英
米
三
国
々
民
延
て
は
人
類
一
般
の
幸
頑
の
怨
め
に
希
望
せ

F
る
を
得
な
い
。

茸

以
上
越
ぺ
党
週
・
り
の
次
第
で
、
判
叫
は
今
回
の
米
同
政
府
の
提
議
に
は
昨
機
術
早
の
故
を
以
て
不
賛
成
で
あ
る
o

時

海
軍
制
限
に
闘
す
る
来
園
の
提
識
に
就
て

論

第
一

i
凹
巷

L
O
K
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時

論

海
軍
制
服
に
闘
す
る
来
園
町
提
議
に
就
て

第
二
十
四
巻

七

O
入

第
四
批

O 

け
れ
ど
も
、
軍
備
制
限
其
り
こ
ピ
に
は
一
冗
来
賛
肱
で
あ
る
か
ら
，
我
が
政
府
が
曾
議
に
欣
然
参
加
す
る
こ
正
に
決

L
た
以
上
其
の
成
功
を
新
る
ご
同
時
仁
、
我
闘
の
代
表
者
が
曾
議
の
席
上
に
於

τ主
張
せ
ね
は
な
ら
泊
正
考
へ
る

ご
こ
ろ
の
も
に
つ
い
て
数
言
を
費
し
た
い
。

幕
府
曾
議
に
於
て
、

H
英
米
悌
凹
闘
は
‘
賂
来
に
於
り
る
太
卒
洋
上
の
卒
和
h
f
保
町
ー
す
る
目
的
を
以
て
、
「
太
平

洋
方
面
に
於
け
る
島
雌
刊
に
る
嵐
地
，
K
ぴ
島
唄
た
る
傾
地
に
闘
す
ん
四
国
保
約
」
に
よ
り
、
互
に
太
平
洋
方
耐
に
於

り
る
其
の
島
峡
た
る
風
地
及
・
ぴ
島
明
広
る
領
叫
に
劇
到
す
る
英
の
機
利
-v-
偉
重
す
ぐ
〈
、
且
四
締
約
闘
の
何
れ
か
の

聞
に
太
平
洋
問
題
に
起
因

L
H前
記
の
権
利
に
閲
す
る
害
議
を
生
じ
、
外
交
手
段
に
よ
り
て
満
足
な
る
解
決
を
得

る
こ
さ
能
は
F
る
場
合
に
は
、
右
締
約
闘
は
他
の
締
約
闘
を
招
請
し
て
共
同
曾
議
を
開
き
、
之
に
嘗
該
事
件
を
附

之
正
同
時
に
、
我
闘
の
提
議
に
基
い
て
、

日
英
米
三
闘
は
海
軍
々
備
制
限
i
闘
す
る
僚

議
す
べ
旨
ニ
苫
を
約
L
、

約
第
十
九
傑
に
よ
り
て
、
太
卒
洋
上

ω各
自
仏
領
土
及
び
属
地
に
於
り
る
要
寒
及
び
海
軍
根
拙
拠
地
に
関
!
、
同
僚

約
制
印
の
ご
き
仁
於
け
る
現
献
を
維
持
す
べ
き
ニ
ご
を
協
定
し
た
。
之
に
よ
れ
ば
巳
我
闘
は
千
島
諸
島
琉
球
諸
島

昼
揃
聞
及
び
彰
制
諸
島
並
我
闘
が
賭
京
市
取
得
す
る
こ
ご
ゐ
る
べ
き
太
平
洋
に
於
げ
る
島
酬
明
た
る
領
土
及
び
属
地
は
勿

論

ωこ
ご
.
奄
美
大
島
(
鹿
児
島
勝
)
小
笠
原
島
(
東
京
府
)
の
如
き
本
土

ω
一
部
を
構
成
す
る
も
の
、
防
備
に
闘
し

て
す
ら
制
限
を
受
げ
る
り
れ
U
4
も
.
此
の
防
備
制
限
に
閲
す
る
協
定
は
太
平
詳
の
一
部
に
通
用
が
あ
る
の
み
で
、

米
聞
は
巴
奈
局
運
河
地
帯
の
海
岸
仁
近
接
す
る
臼
向
峡
及
び
布
畦
諸
島
に
闘
し
て
は
制
限
を
受
付
ぬ
か
ら
、

日
米
の

-、
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」

問
に
機
衡
を
失
す
る
こ
ど
が
甚
L
い
さ
云
は
ね
ば
な
ら
両
。

米
岡
は
布
畦
諸
島
を
防
備
制
限
区
域
以
外
に
置
く
こ

z
r得
た
る
に
乗
じ
・
華
府
曾
議
後
、
之
を
太
平
洋
上
の

ジ
プ
ロ
F

タ
l
ご
す
ぺ
〈
共
の
防
備
を
疏
扶
し
っ
、
あ
る
か
ら
、

之
が
勉
め
に
我
闘
は
多
大
の
脅
威
を
戚
中
る
の

で
あ
る
。
若
L
米
凶
政
府
に

L
τ
.
米
聞
は
日
本
を
v

日
本
は
米
凶
を
攻
撃
す
る
こ
子
宮
出
来
得
る
限
り
困
難
な

ら
し
む
る
扶
態
金
設
げ
、
依
て
以
て
防
備
制
限
に
閲
す
る
協
定
の
精
神
を
徹
底
的
な
ら
し
め
ん
ご
欲
す
る
な
ら

ば
、
三
岡
曾
議
に
於
て
・
同
協
定
を
蹟
張
し
て
之
を
布
睦
諸
島
に
及
ぼ
す
こ
ご
を
自
礎
的
に
提
議
す
ぺ
き
で
あ
る

芭
考
へ
る
。
け
れ
ど
も
、
之
を
米
国
政
府
仁
川
望
み
難
ハ
ー
で
あ
ら
う
か
ら
、
我
が
政
府
は
、
阪
に
張
中
府
曾
議
に
於
て

矯
L
た
金
太
平
洋
に
於
り
る
防
備
制
限
に
閲
す
る
主
張
を
繰
返

Lτ
、
其
の
貸
微
に
努
め
ね
ば
な
ら
向
。

上
記
協
定
仁
よ
h
、
英
闘
は
加
北
京
陀
海
岸
に
返
接
す
る
烏
嶋
、
濠
洲
及
び
新
商
胸
を
除
草
、
香
泌
及
び
同
闘
が

山
県
径
百
十
度
以
来
の
太
平
洋
に
於
て
現
に
有
L
叉
は
曲
川
市
都
取
得
ず
る
こ
己
ゐ
る
ぺ
古
島
唄
た
る
嵐
地
の
防
備
に
閥

L
て
現
時
m維
持
を
約
し
た
。
然
る
正
こ
ろ
、
英
国
現
政
府
は
濠
洲
及
び
新
西
前
等
の
要
求
を
容
れ
、
新
薬
城
が
東

筏
百
十
皮
の
防
備
制
限
阪
城
の
西
端
を
離
毛
、
少
許
の
地
勃
に
あ
る
に
乗
じ
、
背
叫
に
難
攻
不
落
の
大
海
軍
根
抽
跡
地

を
築
諮
L
つ
、
ゐ
る
の
で
ゐ
る
。

此
の
計
査
は
太
李
洋
の
東
方
に
在
る
布
睦
諸
島
ピ
相
釣
L
て
・
其
の
両
方
に
第
二
の
太
平
洋
上
の
ジ
プ
ロ
ル
タ

ー
を
設
り
、
我
問
金
包
囲
し
て
手
も
足
も
出
す
こ
ご
の
出
来
日
出
航
態
に
陥
ら

L
め
ん
芯
す
る
も
の
で
あ
る
か
sb
、

rf~-

心
酔
軍
制
限
に
刷
す
る
未
因
。
提
議
に
就
て

O 

第
一
一
十
四
者

七
O
比

第
四
抗

論

-、

• .， 



日与

海
軍
制
服
に
闘
す
る
米
圏
内
提
議
に
就
て

第
二
十
四
巷

ヒ

O 

Q 
四

第
四
焼

論

我
闘
の
海
軍
備
張
を
刺
激
し
、
極
東
を
中
心
ご
し
て
新
仁
抱
艦
競
守
を
惹
起
す
る
導
火
線
正
な
る
こ
ど
は
疑
が
な

ぃ
。
従
て
英
闘
に
於

τも
・
新
嘉
披
海
軍
根
銀
地
姥
造
計
査
は
海
軍
・
々
備
制
限
に
閲
す
る
保
約
に
違
反
す
る
も
の

で
は
な
い
が
・
其
の
精
榊
正
柏
谷
川
ド

F
る
も

ωで
ゐ
る
ご
い
ふ
有
力
な
る
非
難
が
あ
り
、
前
マ
ク
ド
ナ

w
ド
内
閣

は
英
国

ω謝
日
外
交
政
策
上
面
白
か
ら
ぬ
影
響
が
あ
る
も
り
E
認
め
て
、
建
迭
を
中
止
し
た
や
う
な
次
第
で
ゐ

る
O

グ

V
1子
b
亦
此
の
計
査
に
反
謝
し
て
、

上
院
に
於

t
左

ω如
〈
論
断

Lhι
。

英
闘
が
新
嘉
誠
に
大
海
軍
松
抽
陣
地
を
雑
誌
せ
ん
芭
す
る
こ

Z
は
、
共
の
想
定
敵
国

ω日
本
に
外
な
ら
ぬ
こ

z-f

率
直
に
言
明
せ
よ
。
予
は
日
英
同
盟

ω
記
腿
仁
信
頼
し

τ日
英
附
図
附
に
衝
突
を
生
す
る
が
如
、
き
は
絶
割
に
之

を
信
す
る
を
得
な
い
。

新
仁
大
海
軍
根
捺
地
を
建
造
し
て
、

之
に

E
a納
の
費
用
を
投
宇
る
が
如
き
は
銑

誌
の
甚
し
き
も
の
で
ゐ
る
ご
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
之
が
斜
め
い
事
態
を
惑
化
し
、
遂
に
各
国
の
軍
備
競

守
を
再
現
す
る
こ
己
に
な
れ
ば
、
幕
府
曾
議
の
最
大
目
的
を
破
壊
せ
百
る
を
得
な
い
で
ゐ

ιぅ。

至
言
で
ゐ
る
o

米
国
は
布
佐
諸
島
に
、
英
閣
は
新
嘉
放
に
畑
山
旬
、
東
西
相
膳
じ
て
大
に
我
国

ω安
全
芭
極
東
の
卒

和
ピ
ヤ
一
脅
威
し
な
が
ら
・
我
闘
に
軍
備
制
限
を
強
い
ん
ご
す
る
は
何
事
で
あ
-
る
o

英
米
岡
闘
に
し
て
荷
も
三
岡
曾

議
の
成
功
を
欲
す
る
な
ら
ば
、
先
づ
是
等
箪
備
制
限
を
目
的
ピ
す
る
曾
議
の
精
紳
ご
矛
盾
す
る
ご
こ
ろ
の
も
の
を

除
去
せ
ね
ば
な
ら
泊
。
我
闘
の
代
表
者
が
岡
曾
議
に
於
て
橋
力
主
張
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
ニ
ピ
は
即
是
で
あ
る
。

ー、
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